
教育事業別報告書

事業名 なすかしの森 事前利用説明会

今年度、当所の利用を予定している学校に対して、利用の仕方や生活上のルール説

趣 旨 明及び施設案内を行い、宿泊活動を行う際の共通理解を図る。また、活動プログラム

の内容について職員が相談・助言を行う場を設けるとともに、事前に実際の活動プロ

グラムを体験することにより、本番での活動がより有意義なものになることを目指す。

期 間 第１回 平成２８年 ５月１３日（金）

第２回 平成２８年 ５月２０日（金）～２１日（土）

募集人員 今年度、当所の利用を予定している学校

(募集結果) （第１回：６３校６３名、第２回：４２校５１名）

① 事業の特色

本事業は、学校の教員に対して当所の利用の仕方や生活上のルール及び活動場所の状況など、利

用するにあたっての共通理解を図ることを目的としている。また、学校から提出される活動プログ

ラム（案）を基に、当所職員がより効果的な活動プログラムにするための相談・助言を行うととも

に、利用が多い沢歩きや茶臼岳登山、キャンプファイヤーなどの活動プログラムを実際に体験する

機会を設けることで、児童・生徒を引率する際に役立てることを目的としている。

説明会当日は参加校を２つのグループに分け、「利用の手引き」に基づく説明をはじめ、施設案内

及び活動プログラムへの相談・助言、並びにクラフト活動の事前体験などを行った。また、第２回

の際には、夜にキャンプファイヤーとレクリエーションの講習を行い、２日目には登山プログラム

体験として茶臼岳登山を行った。

【利用の説明】 【キャンプファイヤー講習】 【登山プログラム体験】

② 事業の成果と課題

〈事業の成果〉

・施設の利用の仕方や生活上のルールについて共通理解を図ることができた。

・野外炊事場の使い方や野外炊事用具の収納場所・方法について共通理解を図ることができた。

・プログラム相談を学校ごとに個別に設定し、学校から提出された活動プログラム（案）を基に当所

職員が助言・相談を行い、活動プログラムを学校側の目的に即したものにすることができた。

・実際の引率時に役立てるため、毎年利用が多い登山やキャンプファイヤーなどの活動プログラムを

事前に体験する機会を設けることができた。

・事前相談を一括して行うことで、業務の効率化を図ることができた。

〈事業の課題〉

・さらに多くの活動プログラムの事前体験ができるようにしたい。

（企画指導専門職 角田 智之）


